
⑦－１ 当該ＩＣの設置により期待される整備効果
１ アクセス向上
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・ひるがの高原のスキー場からICまでの所要時間が最大10分短縮

・時間短縮効果が出たスキー場では前年比1.4倍の入場者数増加。
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２ 救急医療における搬送時間短縮
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⑦ －２ 当該ＩＣの設置による整備効果
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郡上北消防署

牧歌の里

ひるがの高原
スマートＩＣ

高鷲診療所

牧歌の里～診療所 間
・白鳥町の白鳥病院、鷲見病院まで

これまでは高鷲IC経由で29分
→ひるがの高原スマートIC整備により

所要時間は18分に

（救急車の搬送時間が11分短縮）

・最寄りの高鷲診療所まで

これまでは一般道で24分
→ひるがの高原スマートICの整備により

所要時間は11分に
（救急車の搬送時間が1３分短縮）

白鳥町の郡上北消防署～牧歌の里 間
これまでは高鷲IC経由で29分

→スマートIC整備により
所要時間は18分に

（救急車の到着時間が11分短縮）

ひるがの高原スマートIC整備により

救急車の搬送時間が大幅に短縮



２ 救急医療における搬送時間短縮

⑦ －３ 当該ＩＣの設置による整備効果
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〔ひるがのスマートＩＣ（上り線）緊急車両通過状況〕

〔郡上市消防署へのヒアリング結果より〕

スキー場やひるがの地区から
白鳥町の救急病院への搬送などに、
12月に2往復、1月に2往復利用した。

一般道だと 30分程度かかるが、
スマートIC利用だとスムーズに
15～20 分で病院まで搬送できます。



３ 走行性の向上

⑦ －４ 当該ＩＣの設置による整備効果
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キャンプ施設
小学校の団体がキャンプ場に来るためには、こ

れまでは高鷲ICから国道156号の狭小区間を通
る必要がありました（地図上のルート1）。

しかし、ひるがの高原スマートICが利用できる

ようになってからは、ルートも変わり（地図上の
ルート2）、子供たちの乗り物酔いも避けることが

できるようになったと聞きました。

・これまでは高鷲ICから国道156号の狭小な峠道を通る必要のあった施設へも，ひるが

の高原スマートICを利用することで新たなルートが利用できるようになり走行性が向上。

〔キャンプ施設管理者へのヒアリング結果より〕



⑦ －５ 当該ＩＣの設置による整備効果
４ 交通分散
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⑦ －６ 当該ＩＣの設置による整備効果
４ 交通分散による渋滞の緩和

・ スキー場へのアクセス路が分散されたことにより周辺交通が改善。
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⑦ －７ 当該ＩＣの設置による整備効果
４ 交通分散による渋滞の緩和
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・ 隣接する交差点も渋滞が解消。

高鷲IC交差点

穴洞橋交差点

渋滞発生方向

渋滞発生方向

至 名古屋

至 富山

スキー場

スキー場

スキー場

ひるがの高原
スマートＩＣ

ひるがの高原内の
スキー場

〔高鷲IC隣接 穴洞橋交差点の渋滞長〕

時間別渋滞長（高鷲ICA方向）

0m

500m

1,000m

1,500m

2,000m

2,500m

1
5
:0

0

1
5
:2

0

1
5
:4

0

1
6
:0

0

1
6
:2

0

1
6
:4

0

1
7
:0

0

1
7
:2

0

1
7
:4

0

1
8
:0

0

1
8
:2

0

1
8
:4

0

滞留長(m)

H19.2.11観測

H20.2.10観測 最大2,350m

最大200m

時間別渋滞長(高鷲IC・国道156号方向)

時間別渋滞長（穴洞橋B方向）

0m

1,000m

2,000m

3,000m

4,000m

5,000m

6,000m

1
5
:0

0

1
5
:2

0

1
5
:4

0

1
6
:0

0

1
6
:2

0

1
6
:4

0

1
7
:0

0

1
7
:2

0

1
7
:4

0

1
8
:0

0

1
8
:2

0

1
8
:4

0

滞留長(m)

H19.2.11観測

H20.2.10観測 最大5,600m

最大900m

時間別渋滞長(穴洞橋・ひるがの高原方向)

〔高鷲IC交差点の渋滞長〕

最大渋滞長
減 少

最大渋滞長
減 少



⑦ －８ 当該ＩＣの設置による整備効果
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５ 観光施設への波及効果
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・ スマートＩＣ近接の観光施設「牧歌の里」は、平成２０年の海外からの入場者が約２．３倍
・ 特に７月が約３．２倍、８月が約４．７倍の伸び
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〔ひるがの高原へのヒアリング調査結果より〕

・例年に比べ平成20年4月以降の来客が増加しています。
・6月後半には初めてのツアー先からの立ち寄りがあるな

どひるがの高原スマートICの効果と考えています。

牧歌の里 出典：牧歌の里HP



⑦ －９ 当該ＩＣの設置による整備効果
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５ レジャー施設への波及効果
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・スマートICに近接するひるがの高原スキー場は、入場者数が約１．４倍となっています。
[開通前：平成１８年１１月～平成１９年３月、開通後：平成１９年１１月～平成２０年３月]

・スキー場を利用する客からは、ひるがの高原スマートICはスキー場最寄りの休憩所に
隣接して非常に便利であり、渋滞を回避できるとの声が聞かれました。
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(万人/シーズン）

郡上市高鷲地区へのスキー場入場者数 出典：郡上市
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：ひるがの高原スキー場，高鷲スノーパーク，
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５５，１２０
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約１．４倍

ひるがの高原スキー場への入場者数

※1 ：平成18年11月～平成19年3月
※2 ：平成19年11月～平成20年3月

出典：郡上市

〔ひるがの高原スキー場調査結果より〕

・ ひるがの高原ＳＡは、スキー場に向かうのに最後の休
憩所として非常に便利であり、毎週末利用させていただ
いています。周りの友人にもとても好評で、みんなが利
用するスマートICになりました。

・高鷲スノパークに行きまし
たが、スマートICを利用し，

渋滞が無くスムーズでした。



⑦－10 当該ＩＣの設置による整備効果
６ 利用者が「効果がある」と感じた項目

•「目的地までの時間が短縮され
る」という時間短縮効果への回答
が最も多い。

•高速道路の利用向上による、「一
般道より疲れにくい」「事故の危
険性が少ない」などの疲労軽減、
安全性の向上効果も見られる。

•生活の面では、「ルートの選択肢
が増加した」「行動範囲が拡大し
た」などの生活利便性の向上効
果も見られる。

〔H20.11実施のアンケート調査より〕
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目的地までの時間が短縮さ

れる

一般道よりも疲れにくい

ルートの選択肢が増加した

行動範囲が拡大した

料金が安くなった

事故の危険が少ない

渋滞に巻き込まれない

「効果がある」の回答者数が全体にしめた割合

住民（S=172）

出入口（平）（S=66）

出入口（休）（S=202）

企業（S=103）

※2008.11実施のアンケート調査より

住民へのアンケート

IC出入り口（平日）でのアンケート

IC出入り口（休日）でのアンケート

企業へのアンケート

Q.あなたが実感しているひるがの高原スマートICの効果を教え
てください。

〔H20.11実施のアンケート調査より〕
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⑦－11 当該ＩＣの設置による整備効果
７ 利用者の声
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H20.2.5(中日新聞）

● 高鷲ICからひるがの高原まで、

国道１５６号線を使わなくても良くなった。

〔アンケートより〕

● 高鷲スノーパークに行く際に利用したが、

渋滞が無くスムーズだった。

● 今回は利用できませんでしたが、次回ひるがの高原

に来る際には是非利用したい。

今後、いろいろな所に増設されることを期待する。

● 今後、行き先によって是非利用したいと思う。

● スマートICは地域の活性化に繋がるためよいと思う。

〔新聞より〕

〔H20.1実施のアンケート調査より〕



⑧ 供用時を基準年次とした費用便益分析（Ｂ／Ｃ）

費用便益比（Ｂ／Ｃ）は 1.8であり、十分な社会的便益が得られます。費用便益比（Ｂ／Ｃ）は 1.8であり、十分な社会的便益が得られます。

● 便益（Ｂ）
・計画交通量 H19.12.16～H20.11.30平均日交通量 850 台／日

・走行時間短縮便益（年間） ： 1.7 億円 （現在価値： 37 億円）
・走行費用減少便益（年間） ： 0.3 億円 （現在価値： 7 億円）
・交通事故減少便益（年間） ： 0.1 億円 （現在価値： 2 億円）

合計：2.1 億円 （現在価値： 47 億円）
※便益は，社会実験実績交通量845台/日（ H19.12月～H20.11月の平均）とアンケートによる時間短縮などを

基に各便益を算出した。 また，現在価値は50年間の合計金額をH21を基準年とした価格である。

● 費用（Ｃ）
１ 道路整備に要する事業費（C1）

・土木工事費（社会実験時） 1.6 億円
・料金徴収施設，その他施設（社会実験時） 1.7 億円
・本格導入時改良費用等 3.5 億円

２ 道路維持管理に要する事業費（C2）
・維持管理費・ＥＴＣ監視員等（50年間計） 46.3 億円

費用合計（C1＋C2） 53.0 億円 （現在価値 27 億円）

※ 費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ 47 ／27 ＝1.8
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